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〈目的〉

ヒラメ人工種苗の無眼側の黒化を防除する技術を開発する。

〈試験研究方法〉

各区とも、黒化がほとんどない人工種苗を生産している、茨城県勧除耕音漁業協会の飼育方法(以下茨

城方式とする)によった。

6月12日に、1m3パンライト水槽4槽を用い、各5，500尾のふイヒ{主魚を収容し試験を開始しt:-_，

なお、黒化の判定は松坂・山田・鹿内 (2002):ヒラメ無眼flU黒化防止対策試験， P343，水産増殖センタ

一事業報告(31)によった。

〈結果の概要・要約〉

1.ヒラメの成長と生残率

飼育水温に 200Cの温海水を用いたが、取り揚げまでの平均水温は 19.60Cで、その範囲は試験区Iが 17.9

----22.4 "c、試験区Eが 17.8----22.4"cで、あった。飼育 60日目の平均全長は、試験区I1が 46.2mm(29.0----

82.Omm)、誤験区I2が49.5mm(31.0"-'68.伽血)、詐激区ll2が56.lmm(35.0----77.伽 m)で、あった。

飼育開始30日から成長差が現れ、飼育35日には誤験区I1が13.1mm (10.0"-18.Omm)、試験区I2が

13.1 mm  (11.0----18.Omm)、誤験区ll2 が 16.lmm(12.0"-21.Omm)~こなった

試験区IIIは飼育5日以降に艶死個体が多くなり飼育が不調になったため、飼育8日で試験を中止した。

また誤験区I1は舞死個体が多くなったため飼育35日、 44日および53日に、誤験I2は飼育31日にエルパ

ージュによる薬浴を行った。

試験区I1、I2およびll2の生残率はそれぞれ25.4%、26.5%および42.6%であり、試験Iは飼育が不調

になったため昨年度と比較して低い生残率で、あった。

2.体色異常の出現劇兄

無眼側の正常個体は、誤験Iで 17.8----40.0%、誤験Eで 14.2%となり、昨年と同様正常個体の出現が見ら

れ、茨城方式の再現性が見られた。

黒化については、日悼手はほとんど見られなかったA2、A3タイプがそれぞれ4.5"-19.8%、17.9'"'-'30.7%の

割合で、出現し丸またC1、C3タイプがそれぞれ13.9""'27.4%、 0.0"-27.3%の害l合で出現し、昨年の試験よ

りも黒化の程度が悪化した。

有日間則の白化は、試験区Iで5.0"-'6.4%、試験区Eで1.9%の範囲で出現し、昨年と同程度であった。

二年間の試験の結果、茨城方式による飼育方法は無眼側の黒化に大きな防除効果があり、その再現性を確

認することができた。しかし、飼育期間中に病気を出さないようにすることや選別によって飼育密度を低く

する等、給餌面以外の飼育管理が必要であった。
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〈主要成果の具体的なデータ〉

表1 体色異常の出現状況

試験飼育 無自民側の黒化割合(%)
区分日数

〔日}正常 A1 A2. A3 A4 81 82 C1 c2 ロ D1 
1 1 60 40β 0.0 4.5 182 6.4 0.0 0.0 24.5 1.8 27.3 0.0 

12 60 17.8 0.0 19.8 30.7 6.9 0.0 0.0 13.9 0.0 22.8 0.0 

IT2 60 142 3.8 15.1 17.9 2.8 0.0 0.0 27.4 18.9 0.0 0.0 

表2 飼育結果の概要

試験 飼育J.k温(範囲) 飼育日数平均全長(範囲) 生残率
区分 (OC) (日) (JIlll) 

11 19.6 (17.9-22.4) 60 46. 2 (29. 0-82. 0) 

12 19.6 (17.9-22.4) 60 49. 5 (31. 0-68. 0) 

II2 19.6 (17.8-22.4) 60 56.1 (35.0-77.0) 

〈今後の問題点〉

・人工種苗の耕皆骨の異常についての検討。

-天然魚と人工魚の耕聞や鰭条数などの検討。

〈次年度の具体的計酉〉

実施しなし、

〈結果の発表・活用状況等〉

H15栽培漁業太平洋北ブロック会議ヒラメ分科会

H15年度ヒラメ種苗生産・放流事業に係る検討会
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有眼側の
由化割合

D2 D3 E1 E2 (%) 

0.0 0.3 6.4 

0.0 0.0 5.0 

0.0 0.5 1.9 

備考

飼育35日、 44目、 53日に

エルパージュ薬浴

飼育31日にエルパージュ薬浴


